
3 こんな技術を求めています!

2 課題の詳細

福岡市

将来のスマートメータ導入促進に向けては、そのデータ利活用による付加価値の創出を図る必要

があると考えています。

福岡市では、市内配水管の流量や水圧を24時間体制で集中コントロールする配水調整システムを

構築いることから、これらのデータを掛け合わせることで、より高度な付加価値を創出できないか

と期待しています。

現状、スマートメータは導入コストが大きな課題となっており、コスト低減に向けた取組みを進

めつつ、導入効果についてもしっかりと検討する必要があると考えています。このため、コスト低

減やデータ利活用による付加価値の創出について、広く提案を求めます。

 スマートメータから得られるビッグデータと、流量計や水圧計等の各種データの連携により業務

の効率化や高度化、サービス向上等に期待できる技術

福岡３ スマートメータと各種データ連携による付加価値の創出 求める技術:⑪

1  課題を抱える業務の内容


